
「もうすぐ、ごはんになりますから」と、お

じぎをしました。おきさきさまは、それをみ

て 「おまえたちは、さくや、ひめから、お、

もしろいゆめのはなしをきいたそうだね」と

いわれました。おうさまから、こうたずねら

れますと、じょちゅうは、びっくりしたよう

なかおをして、かおをみあわせました。そう

してふたりいっしょに、こうこたえました。

「いいえ、おじょうさまは、ゆめのおはなし

など、ひとつもわたしたちになさいません」

「えっ、おまえたちは、ひめからゆめのはな

しをひとつもきいてないのか」と、おうさま

は、こわいかおをして、おにらみになりまし

た 「はい。きいておりません 「うそをい。 」

うでないぞ 「うそは、いってません 「よ」 」

し。あっちへいけ」といわれますと、じょち

ゅうはおじぎをして、いってしまいました。

おうさまは、じょちゅうがいってしまうと、



おしゃべりひめを、ぐっとおにらみになりま

した 「これ、おしゃべりひめ。おまえは、。

なぜそんなにうそばかり、おしゃべりをする

のだ」と、おうさまは、かみなりのようなこ

えで、ひめをおしかりになりました。けれど

も、ひめは、ちっともこわがらずに、こうい

いました 「いいえ。わたしは、ちっともう。


